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J
・
ポ
ロ
ッ
ク
の
ド
リ
ッ
プ
絵
画

ー

l
生
命
的
な
主
題
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

中，aq
，
 

間

裕

子

ジ
ャ
ク
ソ

γ
・
ポ
ロ
？
ク

G
E
N－

5
8〉
は
、
戦
後
、

ア
メ
リ
カ
美
術
に
新
し
い
波
を
引
き
起
こ
し
た
抽
象
表
現
主
義
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
。

ポ
ロ
ッ
ク
の
ド
リ
？
プ
絵
画
は
、
従
来
の
絵
画
を
打
ち
破
る
革
新
性
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
革
新
性
と
は
、
第
一
に
カ
ン
ヴ
ア
ス
を

水
平
に
置
き
、
そ
の
上
に
四
方
か
ら
全
身
を
使
っ
て
絵
具
を
滴
ら
せ
る
手
法
、
第
二
に
こ
の
手
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
均
質
な
オ
ー
ル

オ
l
ヴ
ァ

l
構
造
で
あ
る
。
ド
リ
ッ
プ
絵
画
の
研
究
者
は
、

し
た
が
っ
て
、
制
作
過
程
を
重
視
し
た
ア
ク
シ
ョ

γ
の
問
題
と
、

オ
ー
ル

オ
I
ヴ
ァ

l
構
造
の
平
面
性
や
視
覚
性
と
い
っ
た
フ
ォ
ル
ム
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ア
グ
シ
冒

γ
・
ペ
イ
ン
タ
ー
論
の
ハ
ロ
ル

ド
・
ロ

l
ゼ
ソ
パ

I
グ
は
前
者
に
属
し
、

キ
ュ
ピ
ズ
ム
の
平
面
性
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
グ
レ
メ
ン
ト
・
グ
リ
l
ソ
バ

l
グ
や
、
ド
リ

ツ
プ
絵
画
を
視
覚
的
フ
ィ
ー
ル
ド
と
称
し
た
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ロ
ー
ド
は
後
者
に
属
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ポ
ロ
7

ク
研
究
は
、
抽
象
表
現
主
義
が
新
造
形
主
義
や
構
成
主
義
の
厳
密
な
幾
何
学
的
抽
象
を
擁
す
る
A
A

A

ハ
ア
メ
リ
カ
抽
象
主
義
芸
術
家
協
会
）
へ
の
反
発
か
ら
生
ま
れ
、
本
来
は
作
品
の
主
題
・
内
容
・
意
味
を
重
視
し
た
運
動
で
あ
っ
た
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歴
史
性
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ジ
オ
テ
ス
、

ロパ

1
ト
・
マ
ザ

i
ウ
ェ
ル
、

マ
！
グ
・
ロ
ス
コ
、
デ
l
ヴ
ィ
ド

－
へ
ヤ

l
、
バ

l
ネ
？
ト
・
ニ
ュ

l
マ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
、

一
九
四
八
年
に
「
芸
術
家
の
主
題
」
と
名
付
け
ら
れ
た
学
校
を
設
立
す

る
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
は
、
抽
象
表
現
主
義
の
主
題
意
識
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ッ
ト
リ
l
ブ
、

ロ
ス
コ
、

一
ュ
l
マ
ン
は
、

一
九
四
三
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
ス
テ
ー
ト
メ

γ
ト
を

送
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
A
A
A
に
対
立
し
た
抽
象
表
現
主
義
の
主
張
が
あ
る
。

「
何
を
描
こ
う
と
も
、

そ
れ
が
巧
み
に
捕
か
れ
て
い
る
限
り
問
題
は
な
い
、

と
す
る
考
え
方
が
画
家
の
間
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
し
か
し
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
本
性
だ
。
何
に
つ
い
て
描
い
た
も
の
で
も
な
い
良
い
絵
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
わ

れ
わ
れ
は
主
題
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
し
か
も
、
悲
劇
的
で
永
遠
な
主
題
だ
け
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
だ
。
わ
れ

（

1
）
 

わ
れ
が
原
始
美
術
や
古
代
美
術
に
精
神
的
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
と
公
言
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
」
。

こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
一
九
一
ニ

0
年
代
か
ら
四

0
年
代
に
か
け
て
、
戦
争
に
よ
っ
て
荒

廃
し
た
人
間
性
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
l
ト
が
人
気
を
博
し
て
い
た
。
近
代
美
術
館
で
も
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
ニ

グ
ロ
展
」

Q
8
3、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
の
先
史
岩
壁
画
展
」

Q
8
3、
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
美
術
展
」

Q
2
3

な
ど
画
期
的
な
展
覧
会
が
次
々
と
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
文
化
的
風
土
に
加
え
、

カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ソ
グ
の
「
集
合
的
無
意

識
論
」
の
概
念
に
刺
激
さ
れ
、
多
く
の
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
が
彼
の
い
う
「
元
型
」
や
神
話
的
象
徴
に
注
目
し
、
人
間
の
内
面
に
着

目
し
た
運
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

最
近
の
ポ
ロ
ッ
グ
研
究
で
は
、
抽
象
表
現
主
義
の
歴
史
的
観
点
を
ふ
ま
え
て
、
ド
リ
ッ
プ
絵
画
を
主
題
の
あ
る
抽
象
画
と
し
て
捉
え

（

2）
 

る
傾
向
に
あ
る
。
一
九
七

0
年
代
か
ら
ユ
ン
グ
派
に
よ
る
ポ
ロ
ッ
ク
の
象
徴
分
析
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
ポ
ロ
ッ
ク



と
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
美
術
の
関
連
を
追
求
し
た
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
も
、
内
面
性
を
重
視
し
た
ポ
ロ
ッ
ク
研
究

の
動
向
を
示
し
て
い
る
。

ポ
ロ
ッ
ク
と
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ー
ト

抽
象
表
現
主
義
の
画
家
の
な
か
で
も
、

と
く
に
ポ
ロ
ッ
ク
は
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
l
ト
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
が
、
そ
れ
は

J・ポロックのドリップ絵画

一
九
三
九
年
頃
か
ら
四
二
年
頃
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
お
い
て
も
っ
と
も
著
し
い
。
こ
れ
ら
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
描
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン

－
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
ア
フ
リ
カ
の
諸
部
族
の
仮
面
や
儀
式
の
用
具
は
、

お
も
に
当
時
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
や
、
ポ
ロ
ッ
ク
が

一
九
一
二

O
年
か
ら
三
五
年
に
収
集
し
た
B
A
E
（
ア
メ
リ
カ
民
族
学
局
）
の
報
告
書
（

Z
2
w
z
s
g
W
5
0
0
1
2年
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
美
術
や
工
芸
口
聞
か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ポ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、

B
A
E
の
報
告
書
は
イ
ン

ス
ピ
レ

l
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
「
牡
狼
」
や
「
秘
密
の

（

3
）
 

守
護
者
た
ち
」
な
ど
の
一
九
四

0
年
代
前
半
の
作
品
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
美
術
と
の
具
体
的
な
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

一方、

ポ
ロ
ッ
ク
は
一
九
三
九
年
か
ら
四

O
年
に
か
け
て
、

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
治
療
を
ユ

γ
グ
派
の
精
神
分
析
医
か
ら
受
け
た

が
、
精
神
分
析
の
為
に
提
出
さ
れ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ポ
ロ
ッ
グ
の
関
心
は
、
男
性
と
女
性
の
対
概
念
で
あ
る
太

陽
と
月
、
鳥
と
蛇
、
あ
る
い
は
マ
ン
ダ
ラ
と
い
っ
た
ユ
ン
グ
の
象
徴
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
l
ト
や
ユ
ン
グ
思
想
に
関
す
る
知
識
を
ポ
ロ
ッ
ク
は
、
主
に
、
当
時
「
芸
術
家
と
し
て
も
鑑
識
家
と
し
て
も
重

要
な
存
在
」
（
グ
リ
ー
ン
バ
l
グ
）

で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
イ
ア
ム
著
の

「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
l
ト
と
ピ
カ
ソ
」
（
マ
ガ
ジ
ン
・

49 

オ
ブ
・
ア
l
トせ跡、

エ
ス
キ
モ
ー
や

一
九
三
七
年
四
月
刊
〉
か
ら
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
グ
レ
イ
ア
ム
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、
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北
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
仮
面
、

ト
リ
ン
ギ
ッ
ト
族
・
ク
ワ
キ
ウ
ト
ル
族
・
ハ
イ
ダ
族
の
象
牙
や
木
に
彫
ら
れ
た
人
間
と
動

物
の
合
体
像
を
例
に
挙
げ
、

「
こ
の
よ
う
な
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
l
ト
の
喚
起
的
な
性
格
を
通
じ
て
、
過
去
の
世
代
に
蓄
え
ら
れ
た
知

（

4
）
 

恵
が
無
意
識
の
心
と
な
り
、
我
々
の
意
識
に
も
た
ら
ぜ
ら
れ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
ポ
ロ
ッ
ク
の
一
九
一
ニ

0
年
代
末
か
ら
四

0
年
代
初

の
作
品
に
お
い
て
も
、
仮
面
と
人
間
や
動
物
の
合
体
像
が
も
っ
と
も
重
要
な
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
作
品
に
は
、
陰
影
の
あ
る
、
威
圧
感
に
満
ち
た
仮
面
の
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら

に
注
目
さ
れ
る
の
は
人
間
や
動
物
、
あ
る
い
は
想
像
上
の
生
物
の
合
体
像
で
あ
る
。
ボ
ロ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
流

（図
1
）

れ
、
自
由
奔
放
で
大
胆
な
合
体
像
が
数
多
く
創
造
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
身
体
に
馬
の
頭
、
そ
し
て
顔
に
仮
面
を
付
け
た
像
、
牛
と
鳥

と
人
聞
が
複
雑
に
重
な
り
あ
っ
た
像
｜
｜
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
合
体
像
を
、
ポ
ロ
ッ
ク
は
晩
年
に
至
る
ま
で
描
き
続
け
る

の
で
あ
る
。

つ
づ
く
一
九
四

0
年
代
前
半
の
作
品
で
は
、
仮
面
や
合
体
像
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
、
神
秘
的
な
雰
間
気
を
強
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
作
品
も
、
動
物
や
植
物
や
霊
的
な
も
の
が
混
在
す
る
コ
ズ
ミ
ッ
ク
な
世
界
観
を
本
質
と
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
美
術
が
影
響
し
て
い

（図
2）

る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
一
九
四
ゴ
一
年
頃
の
「
月
女
が
円
を
切
る
」
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
月
女
の
伝
説
と
、
月
は
女
性
と
無
意
識

の
元
型
と
す
る
ユ
ン
グ
の
思
想
を
根
底
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
左
側
の
菱
形
模
様
を
し
た
尾
の
よ
う
な
形
態
を
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
蛇
と
捉

（

5）
 

え
る
解
釈
も
あ
り
、
こ
の
作
品
は
根
源
的
な
生
命
や
性
の
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
で
織
り
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
四
四
年
の

μ
夜
の
シ
リ
ー
ズ
H

ゃ
、
周
年
の
「
ト
ー
テ
ム
・
レ
ッ
ス
ン

I
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
儀
式
と
ト
1

テ
ミ
ズ
ム
の
世
界
は
、
現
代
人
に
未
知
の
領
域
で
あ
る
野
性
的
な
力
へ
の
果
て
し
な
い
願
望
を
物
語
っ
て
い
る
。

ポ
ロ
ッ
ク
は
一
九

四
七
年
か
ら
ド
リ
ッ
プ
に
よ
る
手
法
が
主
流
と
な
る
時
期
を
迎
え
る
が
、
そ
の
前
年
に
も
混
沌
と
し
た
自
然
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
割



（図
3）

礼
」
を
描
い
て
お
り
、

ト
1
テ
ミ
ズ
ム
に
関
心
を
失
な
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

ポ
ロ
7

ク
は
一
九
四
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
自
然
美
の
あ
ふ
れ
る
ロ
ン
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
イ
ー
ス
ト
・
ハ
ン
プ
ト
ン
に
居
を

（図
4
）

構
え
た
。
近
く
の
小
川
の
名
を
と
っ
た
H

ア
カ
ボ
ナ
ッ
グ
・
ク
リ
ー
ク
・
シ
リ
ー
ズ
8

で
転
機
を
迎
え
、
「
鳥
の
努
力
」
（
巴
怠
〉
の
よ

う
に
色
彩
は
明
る
く
開
放
的
な
空
間
と
な
り
詩
情
性
も
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
ワ
シ
リ
1
・
ヵ
γ
デ
ィ
ン
ス
キ
I
の
影
響
に

（

6）
 

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
ハ
一
九
四
五
年
に
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
！
の
回
顧
展
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
な
わ
れ
た
）
、

し
か
し
、

J・ポロックのドリップ絵画

ポ
ロ
ッ
グ
絵
画
の
主
題
は
根
本
的
に
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
様
々
に
複
雑
化
し
た
動
物
の
一
群
が
、
画
面
一
杯
に
繰
り
広
げ
る
ド
ラ

一
九
五
二
年
の

マ
性
の
あ
る
情
景
は
、
自
然
の
内
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
櫨
れ
で
あ
る
。
ド
リ
ッ
プ
期
（
邑

h
l
g〉
を
経
た
後
も
、

（図
5）

「
ナ
ン
バ
ー
8
」
の
耳
の
と
が
っ
た
動
物
や
人
間
の
眼
が
交
錯
す
る
光
景
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
品
の
主
題
は
常
に
自
然
界
の
根
源

的
な
生
命
に
存
在
し
て
い
た
。造

形
的
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響

ポ
ロ
ッ
ク
の
作
品
は
、
明
暗
を
強
調
し
た
律
動
的
な
メ
キ
シ
コ
壁
画
や
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の
と
く
に
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
の
習
作
や
ミ

ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
シ
リ
ー
ズ
の
大
胆
で
野
性
味
あ
ふ
れ
る
表
現
力
に
影
響
さ
れ
た
時
期
を
経
て
、

一
九
四
三
年
に
独
特
な
造
形
空
間
へ
と

大
き
く
飛
躍
す
る
。

た
と
え
ば
「
牡
狼
」
（
包
お
頃
）

は
動
物
の
体
内
に
女
性
像
を
内
包
し
、
性
的
な
意
味
を
持
つ
合
体
像
だ
が
、
前
述
の

「
月
女
が
円

を
切
る
」
と
比
べ
て
形
象
が
一
段
と
抽
象
化
さ
れ
、
黒
を
基
調
と
し
た
繰
の
要
素
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
作
品
は
形
象
と
地

51 

が
一
体
化
す
る
ド
リ
ッ
プ
絵
画
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

ロパ

1
ト
・
グ
ッ
ド
ナ
フ
は
す
で
に
カ

γ
ヴ
ア
ス
が
部
分
的
に
一
水
平
に
置
か
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（

7
）
 

れ
、
絵
筆
以
外
に
も
ド
リ
ッ
プ
手
法
が
使
わ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
翌
年
の
渦
巻
く
よ
う
な
曲
線
で
描
か
れ
た
流
動
的
な
「
ゴ
シ
ッ

（図
6
）

ク
」
は
、
さ
ら
に
オ
l
ル
オ
1
ヴ
ァ

1
構
造
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
リ
ッ
プ
絵
画
に
向
か
っ
て
線
が
有
機
性
を
帯
び
て
い

く
過
程
に
は
、

ホ
ア
ン
・
ミ
ロ
の
パ
イ
オ
フ
ォ

1
ミ
ズ
ム
や
、

シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
へ

の
造
形
的
な
関
心
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
一
九
四

0
年
代
初
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
火
を
逃
れ
て
、

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
を
は
じ
め
と
し
た
代
表
的
な
シ
ュ

1
ル
リ
ア

リ
ス
ト
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
た
こ
と
は
拍
象
表
現
主
義
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
抽
象
表
現

主
義
の
画
家
た
ち
が
直
接
に
影
響
を
受
け
た
の
は
、

シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
の
な
か
で
も
サ
ル
バ
ド
1
ル
・
ダ
リ
の
幻
覚
を
表
現
す
る

具
象
的
な
様
式
で
は
な
く
、
ミ
ロ
や
ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
の
有
機
性
に
富
ん
だ
抽
象
的
な
形
態
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
オ
l
ト

マ
テ
イ
ズ
ム
は
無
意
識
性
を
重
視
し
た
心
理
的
な
側
面
よ
り
も
、
そ
の
造
形
性
が
重
要
で
あ
っ
た
。
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
の
な
か
で

も
っ
と
も
理
論
家
で
あ
る
マ
ザ
i
ウ
ェ
ル
は
次
の
よ
う
に
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
定
義
し
て
い
る
。

「
マ
ツ
ソ
ン
、
ミ
ロ
、
ピ
カ
ソ
な
ど
の
現
代
の
巨
匠
が
用
い
た
よ
う
な
造
形
的
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
無
意

識
の
問
題
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
直
ち
に
断
言
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
し
い
フ
オ
ル
ム
を

（

8
）
 

創
り
出
す
た
め
の
造
形
的
な
武
器
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
二
十
世
紀
最
大
の
形
式
上
の
発
明
の
一
つ
な
の
だ
」
。

ポ
ロ
ッ
ク
は
チ
リ
生
ま
れ
の
シ
ュ
！
ル
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
マ
ツ
タ
の
呼
び
か
け
で
行
な
わ
れ
た
、

一
九
四
一
年
か
ら
四
二
年
の
研

究
会
で
、

マ
ザ
l
ウ
ェ
ル
や
パ
ジ
オ
テ
ス
な
ど
の
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
た
ち
と
と
も
に
、

オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
可
能
性
を
探
つ

た
。
さ
ら
に
一
九
四
四
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
、
版
画
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
へ
イ
タ
l
の
「
ア
ト
リ
エ
・
ロ
」
に
亡
命
中
の
マ
ッ
ソ
ン

と
と
も
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
体
験
を
深
め
た
。

へ
イ
タ
ー
が
「
版
画
や
他
の
芸
術
的
な
仕
事
の
も
つ



（

9）
 

と
屯
根
本
的
な
こ
と
は
、
潜
在
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
自
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ロ
ッ
グ
に
と

っ
て
も
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
は
具
象
性
が
内
在
す
る
絵
画
空
間
を
意
味
し
て
い
た
。
「
ア
ト
リ
エ
・
口
」
で
制
作
さ
れ
た
ド
ラ
イ
ポ

（
図
7
）

イ
γ
ト
も
、
線
構
造
の
中
に
人
聞
や
多
く
の
イ
メ
ー
ジ
が
介
在
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ド
リ
ッ
プ
期
に
入
っ
て
も
、
色
彩
を
押
さ

（

m） 

え
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
作
品
に
具
象
的
要
素
が
見
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
ド
ラ
イ
ポ
イ

γ
ト
が
オ
l
ル
オ
l
ヴ
ァ
l
構
造
へ
と
展
開
す
る

重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

J .ポロックのドリップ絵画

ド
リ
ッ
プ
絵
画
の
主
題
性

フ
リ
ー
ド
は
ド
リ
ッ
プ
絵
画
の
革
新
性
と
は
、
線
と
色
彩
が
自
律
性
を
持
ち
、
糠
が
も
は
や
輪
郭
を
描
き
、
ま
た
形
に
境
界
を
つ
け

（日）

る
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
定
義
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
題
意
識
を
重
視
L
、
パ
イ
オ
モ

l
フ
イ
ツ
ク
（
生
命
的
〉
な
形
態

を
好
ん
だ
ポ
ロ
ッ
ク
は
、
ド
リ
ッ
プ
期
の
抽
象
絵
画
に
お
い
て
も
具
象
的
な
要
素
を
完
全
に
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
代
表
的
な
例
が
、
ド
リ
ッ
ピ
ン
グ
の
網
の
目
か
ら
出
現
し
た
よ
う
な
形
象
を
描
い
た
倉
敷
の
大
原
美
術
館
蔵
の
「
カ
ァ
ト
・
ア

（図
8
）

（

図

9
）

ウ
ト
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
カ
ァ
ト
・
ア
ウ
ト
」
の
特
質
に
つ
い
て
、
こ
の
作
品
と
対
を
な
す
「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
像
」
と
と
も
に

考
察
し
た
い
と
思
う
。
ポ
ロ
ッ
ク
は
ま
ず
一
九
四
八
年
に
、

一
点
の
ド
リ
7

プ
絵
画
か
ら
切
り
抜
か
れ
た
像
を
厚
紙
に
貼
っ
た
「
カ
ツ

ト
・
ア
ウ
ト
像
」
を
制
作
し
た
。
そ
し
て
「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
像
」
か
ら
約
二
年
後
に
、
切
り
抜
か
れ
た
像
の
周
囲
を
別
の
カ
ン
ヴ
ア

ス
に
貼
り
つ
け
て
「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
」
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
事
実
を
重
視
す
れ
ば
、
ポ
ロ
ッ
ク
は
何
よ
り
も
切
り
抜
か
れ
た
パ
イ

オ
モ

1
フ
イ
ツ
ク
な
像
に
関
心
が
あ
り
、
周
囲
に
ド
リ
ッ
ピ
ン
グ
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
像
と
オ
l
ル
オ
l
ヴ
ァ
l
構
造

53 

の
一
体
化
を
求
め
た
と
言
え
る
。

フ
9
1
ド
は
「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
」
の
像
を
「
オ
l
ル
オ
1
ヴ
ァ
l
構
造
の
中
の
盲
点
」
と
い
っ
た
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（ロ）

視
覚
的
な
観
点
か
ら
と
ら
え
て
い
る
が
、
こ
の
像
は
盲
点
に
し
て
は
自
己
主
張
、
が
強
く
、
あ
く
ま
で
ポ
ロ
ッ
ク
の
バ
イ
オ
モ

l
フ

イ

ツ

ク
な
形
態
へ
の
傾
倒
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
像
を
他
の
手
段
を
使
っ
て
、

ド
リ
ッ
ピ
ン
グ

の
み
で
描
い
て
い
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
ポ
ロ
ッ
ク
は
有
機
的
な
ミ
ロ
絵
画
か
ら
も
刺
激
を
受
け
っ
て
生
命
力
を
明
示
す
る
独

自
の
形
態
を
探
求
し
た
の
で
あ
る
。

（図

m）

「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
」
が
カ
ン
ヴ
ア
ス
に
紙
を
貼
っ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
く
も
の
巣
を
逃
れ
て
・
ナ
ン
バ
ー

7
」

。
ま
ゆ
）
は
メ
ゾ
ナ
イ
ト
板
に
描
か
れ
た
ド
リ
ッ
プ
絵
画
か
ら
表
面
を
削
り
と
る
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
画
面
か
ら
踊
り

出
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
像
の
動
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
ド
リ
ッ
ピ
ン
グ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
線
構
造
と
相
互
作
用
し
、
全
体
に
生
命
感
の

あ
ふ
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

ポ
ロ
ッ
グ
は
ド
リ
ッ
プ
絵
画
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
様
々
な
手
法
に
挑
戦
し
て
い
る
が

（
図
日
）

A
」
（
巴
お
）
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

「
木
馬
・
ナ
ン
バ
ー

m

こ
の
作
品
は
玩
具
の
棒
馬
の
頭
を
茶
色
の
綿
カ
ン
ヴ
ア
ス
に
貼
り
付
け
た
遊
び
の
感
覚
が
伴
な

う
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
白
を
軸
と
す
る
ゆ
る
や
か
な
ド
リ
ッ
プ
の
曲
線
は
走
る
馬
を
潜
在
化
し
、
画
面
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
与
え
て
い

（
図
ロ
〉

る
。
ま
た
「
白
い
イ
ン
コ
・
ナ
ン
バ
ー

M
A
」

C
E
S
も
同
様
に
、
白
い
烏
が
意
識
的
に
オ
l
ル
オ
l
ヴ
7
1
構
造
の
中
央
に
加
え

ら
れ
、
烏
の
飛
期
と
い
う
動
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
均
衡
の
と
れ
た
線
と
色
面
構
成
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

明
ら
か
に
具
象
性
を
含
ん
だ
ド
リ
ッ
プ
絵
画
で
あ
る
こ
れ
ら
の
「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
」
、
「
く
も
の
巣
を
逃
れ
て
」
、
「
木
馬
」
、
「
白
い

イ
ン
コ
」
に
共
通
し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
均
衡
と
統
一
性
の
と
れ
た
造
形
空
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
形
象
と
オ
l
ル
オ

i
ヴ
ァ

i
構

造
が
、
決
し
て
背
離
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
有
機
的
な
特
質
を
生
か
し
た

H

生
命
的
共
存
体
d

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。



四

「
ナ
ン
バ
ー
泣
」
（
－

8
0〉
と
踊
り
の
系
譜

形
象
を
面
で
表
現
し
た
こ
れ
ま
で
の
ド
リ
7

プ
絵
画
と
は
異
質
な
空
聞
を
示
し
、
線
で
描
か
れ
た
形
象
が
文
字
通
り
線
構
造
に
同
化

（
図
沼
）

し
て
い
る
の
が
「
ナ
ン
バ
ー
沼
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
カ
シ
ヴ
ア
ス
に
直
接
デ
ュ
コ
の
黒
一
色
で
描
か
れ
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
？
グ
な

J .ポロックのドリップ絵画

表
現
力
で
ド
リ
7

プ
絵
画
の
代
表
作
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
具
象
性
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
見
過
ご
さ
れ

（刊日）

に
登
場
す
る
連
な
っ
た
五
人
を
連
想
す
る
」
と
い
っ
た
指
摘
以
上

て
い
る
。
単
に
「
本
能
的
に
マ
テ
イ
ス
の
『
踊
り
』
（
一
九
一

O
〉

に
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一
に
、
ド
リ
ッ
プ
絵
画
は
フ
リ
ー
ド
の
見
解
の
よ
う

に
、
具
象
的
な
性
格
を
追
放
し
た
完
全
な
抽
象
画
と
特
徴
づ
け
ら
れ
た
為
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
ナ
ン
バ
ー
泣
」

の
ス
ケ
ー
ル
が
ポ
ロ

ッ
グ
の
作
品
の
中
で
も
特
に
大
き
い

Q
S×お叶・
ω
セ
ン
チ
）
た
め
に
全
体
像
が
把
握
し
に
く
く
、
ま
ず
は
す
ぐ
れ
た
絵
具
の
物
質
性

や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
線
の
動
き
に
呂
が
奪
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、

「
ナ
ン
バ
ー
沼
」

を
具
体
的
に
検
討
し
、
踊
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
し
た
い
。

こ
の
作
品
は
縦
に
ほ
ぼ
三
等
分
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
踊
る
像
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
一
人
の
踊
り
手
の
原
型
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
黒
地
に
白
の

ド
リ
ッ
ピ
ン
グ
で
描
か
れ
た
「
三
人
組
」

Q
E
S
で
、
右
の
像
が
右
へ
、
中
央
と
左
の
像
が
左
へ
傾
き
、
ま
た
広
げ
た
腕
や
足
に
「
ナ

（図
H
H）

「
三
人
組
」
と
と
も
に
、
カ
ン
ヴ
ア
ス
に
切
り
抜
か
れ
た
像
が
コ
ラ
ー
ジ
ュ

ソ
パ
l
詔
」
と
共
通
す
る
踊
り
の
仕
草
が
認
め
ら
れ
る
。

（
図
お
）

さ
れ
た
「
影
・
ナ

γ
パ
1
2
」

Q
E
S
の
コ
一
人
の
踊
り
手
の
、

と
く
に
中
央
と
左
の
像
の
膝
の
曲
げ
具
合
が

「
ナ
ン
バ
ー
沼
」
と
類

似
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

55 

（
図
路
）

「
ナ
ン
バ
ー
沼
」
の
踊
り
手
の
な
か
で
は
と
く
に
右
側
の
横
向
き
の
像
が
明
瞭
だ
が
、
こ
の
像
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
右
腕
を
あ
げ
、
身
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（
図
げ
〉

体
を
右
に
傾
け
、
頭
か
ら
垂
直
線
が
上
に
抜
け
て
い
る
胴
長
短
足
の
像
が
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
（
出
色
頃
）
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

（
図
児
〉

お
茶
を
飲
む
カ
ッ
プ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
テ
ィ
l

・
カ
ッ
プ
」

0
2
3
に
同
類
、
の
頭
と
と
が
っ
た
横
顔
を

も
っ
と
具
象
的
に
、

持
つ
像
が
右
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
結
論
を
導
き
だ
す
な
ら
ば
、

「
ナ
ン
バ
ー
詔
」

の
右
の
踊
り
手
は
、

時

的
な
も
の
で
は
な
く
、
ポ
ロ
ッ
ク
の
き
わ
め
て
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
三

0
年
代
末
の
踊
り
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
以
後
、
ポ
ロ
ッ
ク
は
踊
り
を
主
題
に
し
て
、

（
図

6）

「
夜
の
踊
り
手
」
（
括
主
〉
な
ど
数
点
を
描
い
て
い
る
。
な
か
で
も
「
ゴ
シ
ッ
ク
」

Q
2
6
は
そ
れ
ま
で
の
縦
長
の
直
線
体
の
踊
り
手

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
踊
り
か
ら
取
材
し
た
、

こ
の
作
品
に
、
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
曲
線
の
踊
り
手
に
変
化
し
、
動
的
な
性
格
を
強
め
て
い
る
。
線
の
隙
聞
に
一
部
手
足
や
顔
を
残
し
て
い
る

（

M
）
 

ポ
ロ
ッ
ク
は
「
青
い
細
部
（
壁
画
）
、
三
つ
の
部
分
の
あ
る
黒
人
の
踊
り
手
た
ち
」
と
い
う
メ
そ
を
つ
け
、
主
題
を
明

か戸り、

確
に
し
た
点
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

（
図
山
口
）

こ
こ
に
言
及
さ
れ
た
壁
画
と
は
、
前
年
作
の
大
画
面
「
壁
画
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
最
近
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

美
術
と
ポ
ロ
ッ
ク
絵
画
を
詳
細
に
研
究
し
、
縦
長
像
が
幾
重
に
も
描
か
れ
永
続
的
な
動
き
を
暗
示
す
る
こ
の
集
団
を
、
笛
吹
き
の
踊
る

（
路
）

姿
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
女
性
が
背
中
に
し
が
み
つ
い
た
姿
で
表
わ
さ
れ
た
、
こ
の
笛
吹
き
は
ホ
ホ
カ
ム
、
プ
エ
ブ
ロ
、
ナ
バ
ホ

な
ど
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
神
話
に
登
場
す
る
豊
穣
や
多
産
の
精
霊
コ
コ
ベ
リ
で
、
背
中
に
こ
ぶ
が
あ
り
、
鳴
を
持
つ
。

ま
た
、
春
に
踊
る

た
め
に
出
現
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
踊
る
コ
コ
ベ
リ
の
特
質
を
重
視
す
れ
ば
、

「
ナ
ン
バ
ー
ロ
」

の
右
の
踊
り
手
の
背

景
に
も
コ
コ
ベ
リ
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
然
界
の
有
機
的
な
営
み
の
象
徴
と
し
て
の
コ
コ
ベ
リ
は
、
も
は
や
既
成

の
神
話
を
越
え
、

（
図
加
）

日」

2
8
3
が
、
多
産
を
象
徴
す
る
コ
コ
ベ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
「
二
人
」
（
巴
お
頃
）
と
「
妊
娠
」
会
記
⑦
を
原
型
と
す
る
、
男

ポ
ロ
ッ
ク
独
特
の
イ
メ
ー
ジ
も
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
像
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
ッ
シ
ン
グ
は
ま
た

「
ナ
ン
バ
ー



（

Mm）
 

女
の
性
的
な
結
合
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
壁
画
」
や
「
ゴ
シ
ッ
ク
」
を
経
て
、
ド
リ
ッ
プ
期
に
入
っ
て
制
作
さ
れ
た
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
・
ナ
ン
バ
ー

9
A
」
Q
E
S
は、

フ

リ
l
ズ
状
の
細
長
い
カ
ン
ヴ
ア
ス
に
連
続
す
る
踊
り
の
像
を
流
動
的
に
描
き
、
熱
気
を
赤
・
黄
・
青
の
ま
ば
ゆ
い
色
斑
で
表
現
し
て
い

る
。
こ
の
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
」
と
比
較
し
て
翌
年
の

「
ナ
ン
バ
ー
沼
」
は
、
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
」

の
色
彩
を
排
除
し
、

オ
ー
ル
オ
l
ヴ

ァ

l
構
造
の
特
質
で
あ
る
遠
心
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
心
に
、
腕
や
足
を
大
き
く
あ
げ
た
三
人
の
踊
り
手
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
上

J .ポロックのドリ yプ絵画

昇
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
事
に
視
覚
化
し
て
い
る
。

マ
テ
ュ

I
・ロ

l
ン
は
ド
リ
ッ
プ
絵
画
の
視
覚
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、
第
一
構
造
形
態
、
第
二
構
造
形
態
、

マ
イ
ク
ロ
形
態
に
分
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
働
き
を
検
討
し
、
要
と
な
る
第
一
構
造
形
態
の
主
流
を
占
め
る
モ
チ
ー
フ
を
H

ポ

（
U
）

（

図

泊

）

l
ル
H

す
な
わ
ち
柱
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
収
敏
・
ナ
ン
バ
ー
凶
」
（
邑
紹
）
の
中
央
に
あ
る
白
く
描
か
れ
た
部
分
を
三
本
の
柱
と

（
図

n）

し
て
書
き
起
こ
し
、
こ
れ
ら
の
柱
が
、
遠
心
・
求
心
・
あ
る
い
は
上
下
運
動
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
の
力
の
釣
り
合
い
を
取
っ

に
似
た
踊
り
手
を
表
わ
し
て
お
り
、

「
収
数
」
も

て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
本
の
柱
も
「
三
人
組
」
や
「
ナ
ン
バ
ー
泣
」

踊
り
の
イ
メ
J
ジ
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
ポ
ロ
ッ
ク
が
柱
を
好
ん
だ
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
柱
の
モ
チ
l

フ
が
元
来
、

エ
I
リ
ヒ
・
ノ
イ
マ
ン
の
言
う
よ
う
に
地
母
神
信
仰
に
つ
ら
な
る
生
命
象
徴
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

五

結

び

ポ
ロ
ッ
ク
は
一
九
五

O
年
の
イ
γ
タ
ピ
ュ

I
で
、
現
代
作
家
が
内
的
世
界
や
感
情
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
繰
り
返
し
述
べ
、

57 

「
結
果
が
大
事
で
あ
っ
て
、
何
か
が
表
現
さ
れ
て
い
た
ら
、
絵
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
か
は
重
要
で
は
な
い
。
テ
グ
ニ
ッ
ク
は
ス
テ
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（
刊
日
）

i
ト
メ
ン
ト
に
到
達
す
る
た
め
の
手
段
で
し
か
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

ポ
ロ
ッ
ク
は
き
わ
め
て
計
画
的
に
躍
動
感
を
軸
と
し
た
構
成
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
た
め
絵
具
も
光
沢
の
あ
る
工
業
用
エ
ナ
メ
ル
や

光
に
よ
っ
て
変
化
す
る
銀
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
塗
料
を
好
ん
で
使
用
し
、

さ
ら
に
デ
ュ
ポ
ン
社
に
流
動
的
な
塗
料
を
特
別
に
作
ら
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
ポ
ロ
ッ
ク
が
素
材
や
構
成
を
含
め
た
総
合
的
観
点
か
ら
画
面
を
有
機
的
な
力
で
充
満
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ポ
ロ
ッ
グ
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
作
品
の
主
題
を

表
明
す
る
生
命
的
な
象
徴
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（

図

幻

）

一
九
四
コ
一
年
頃
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
は
オ
i
ト
マ
テ
ィ
ッ
グ
な
詩
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
形
象
は
、

ポ
ロ
ッ
グ
が
一
九
三

0
年
代
後
半
か
ら
四

0
年
代
前
半
に
か
け
て
採
し
求
め
て
得
た
、
も
っ
と
も
好
ん
だ
諸
象
徴
で
あ
る
。
蛇
・
烏
・

牛
と
い
っ
た
動
物
像
や
男
女
の
性
的
な
結
合
に
加
え
て
、
中
央
上
部
に
あ
る
踊
り
の
像
に
は
H

踊
る
努
力
d

の
文
字
が
書
き
添
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
象
徴
が
ド
リ
ッ
プ
絵
画
に
も
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

「
カ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
ヘ

「
木
馬
」
、
「
白
い
イ
ン
コ
」
、

「
ナ
ン
バ
ー
沼
」
、
「
ナ
ン
バ
ー

ω」
に
お
い
て
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
命
的
な
象
徴
以
外
に
も
、
「
錬
金
術
」
（

H
2
3
の
オ
l
ル
オ
l
ヴ
ァ

l
構
造
に
編
み
込
ま
れ
た
四
と
六
の
数
字
が
、

ユ
ソ
グ
に
よ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ

ρ
完
全
H

と
H

両
性
具
有
者
、
あ
る
い
は
男
女
の
融
合
体
H

を
意
味
す
る
と
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ウ
ル
フ
は

（
四
）

指
摘
し
て
い
る
。

ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ク
ラ
ウ
ス
は
ド
リ
ッ
プ
絵
画
を
、

（
却
〉

「
線
的
母
体
へ
の
無
特
定
な
形
象
の
浸
透
」
と
い
っ
た
、
形
象
・
非
形
象
の
相
対

す
る
二
一
五
的
構
造
を
持
つ
主
題
の
あ
る
抽
象
画
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
グ
ラ
ウ
ス
は
自
説
を
裏
付
け
る
事
実
と
し
て
、
ポ
ロ
ッ
ク
が
こ

の
よ
う
な
構
造
で
描
か
な
か
っ
た
年
は
な
い
と
し
て
、

一
九
四
八
年
の
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
」
、
四
九
年
の
「
く
も
の
巣
を
逃
れ
て
」
、
五



三
年
の
「
太
洋
の
灰
色
性
」
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ス
は
し
か
し
可
能
な
例
外
と
し
て
一
九
五

O
年
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
ド
リ
ッ
プ
期
で
最
も
充
実
し
て
い
た
五

O
年
に
制
作
さ
れ
た
「
ナ
ン
バ
ー
沼
」
の
具
象
性
の
発

見
は
、

ポ
ロ
ッ
グ
の
ド
リ
ッ
プ
絵
画
を
そ
の
原
点
に
戻
し
て
、
主
題
か
ら
再
考
す
る
た
め
の
一
つ
の
鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ポ
ロ
ッ
グ
は
ド
リ
ノ
ツ
プ
絵
画
に
つ
い
て
以
下
の
言
葉
を
書
き
残
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
そ
の
本
質
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「テ
ι

グ
ニ
ツ
ク
は
要
求
の
結
果
で
あ
る
｜
j

I・ポロックのドリップ絵画

新
た
な
要
求
は
新
た
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
必
要
と
す
る
ー
ー

完
全
な
制
御
！
i

偶
然
の
否
定
｜
｜

秩
序
の
あ
る
状
態
｜
｜

有
機
的
な
強
さ
｜
｜

視
覚
佑
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
l
シ
ョ
ン
ー
ー

空
聞
に
捕
え
ら
れ
た
記
憶
、
人
間
の
要
求
と
動
機
｜

（匁〕
」

受
品回・

廿

ポ
ロ
ッ
ク
が
ド
リ
ッ
。
フ
絵
画
を
「
空
間
に
捕
え
ら
れ
た
記
憶
」
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
ド
リ
ッ
プ
絵
画
は
ま
さ
し
く
「
視
覚
化

さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
空
間
に
、
過
去
か
ら
現
代
に
つ
な
が
る
生
命
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
盛
ら
れ
た
統
一
体
な
の
で
あ
る
。

ド
リ
ア
プ
絵
画
は
抽
象
・
具
象
の
概
念
を
越
え
た
根
元
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
具
象
性
を
常
に
意
識
し
た

ポ
ロ
ッ
ク
は
、
一
一
一
年
間
の
ド
リ
ッ
プ
期
の
後
、
具
象
的
絵
画
に
戻
っ
た
。
彼
は
再
び
、
動
物
や
生
物
が
分
断
さ
れ
た
姿
で
合
体
さ
れ
た
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形
態
や
、
眼
を
強
調
し
た
仮
面
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
「
太
洋
の
灰
色
性
」

Q
8
3
を
描
き
、
内
か
ら
こ
み
あ
げ
る
よ
う
な
力
を
表
現
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図3 割礼 1946年

ペギー・グyゲンノ吋ム・コレクション

図1 無題 1939～41年七頁
個人蔵

11'.JZ 月女が円を切る 1943年頃 パリ国立近代美術館蔵



図6 ゴシック 1944年
ニューヨーク近代美術館蔵

図5 ナンバー8 1952年

図4 鳥の努力 1946年
ーアカボナック・クリーク・
シリーズー

ペギー・グッケンハイム・コ
レクション

フイリップ・グッドウイン・コレクション



図7 無題 1944～45年頃 ニューヨーク近代美術館蔵

図9 カット・アウト像 1948年 間8 カァト・アウト 1948～50年頃
個人蔵 大原美的館蔵



図10 くもの巣を逃れて：ナンバー 7 1949年
シュトゥットガルト国立美術館蔵

図11 木馬：ナンバ－lOA 1948年 ストックホルム近代美術館蔵

図12 白いインコ：ナンバー24A 1948年 ABC, Inc.蔵



図13 ナンバー32 1950年 ノルトラインーヴェストファーレン美術館蔵

図15 影：ナンバー 2 1948年

個人蔵



図17 無題 1946年頃 個人蔵

図18 ティー・カップ 1946年
アカボナック・クリーク・

シリーズー

ロパート・エルコン・ギャラリー蔵

図16 ナンバー32（部分） 1950年



、、、1
1

、、
＼
 

図19 アイオワ大学美術館蔵1943年壁

個人蔵1950年ナンバー10図20



図23 無題 1943年頃 個人蔵

図21 収童文：ナンバー10
1952年

アルブライト＝ノックス・

アート・ギャラリー蔵

図22 収数 1952年
ローンによる書き起こし

（ポール・モチーフ）


